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とが指摘されている〔Nguyễn Văn Anh（et al.）2012〕。



























































































ベトナム考古学院と旧ハソンビン省文化課が 1984 年から 89 年にかけて発掘調査を実施し、墓
はみな長方形の竪穴墓で周囲に自然石を立石する、いわゆる巨石墓の形式であることがわかった
（図 7）。特に、B 地区の M17 号墓では、多数の陳朝や中国の竜泉窯系の陶磁器が出土している。
M17 号墓は、20 個の立石が配されている。盛り土は高さ 1.2m で 15m × 15m の方形の墳墓であ
る。主体部の床には焼締鉢 81 個が立てた状態で 5 列にわたって並べられており、また多数の陶
磁器が出土している〔Trịnh Cao Tưởng（et al.）1984：17, 20〕。
陶磁器は、磁器碗 10 点、磁器皿 1 点、磁器水注 3 点、磁器壺 3 点、器台（または硯）3 点、
銅製品 20 点、銅銭 65 点、銀製品 5 点、石製品、骨など総数 223 点にのぼる〔Phạm Quốc Quân 
1994：54〕。中国の竜泉窯系の青磁製品が 8 点あり、碗は蓮弁碗がほとんどである（図 8）。ベト
ナム製品は焼締陶器のほかに 13 点で、外褐内白釉碗 5 点、白磁製品 5 点、緑釉製品 1 点、褐釉




















島第 5 地区において 2002 年に発掘調査をおこなった。
調査地点は、コンタイ島の船着き場から南へ 2㎞の地点で、島の南端部である。付近の海岸に
は多くの中国陶磁器が分布しており、付近の比較的広い平地がある場所にトレンチを設定した。




粉砕し、表面が円形に剥離していた。第 6 層は第 5 層の直下で、炭化物と小石を多く含む層であ
る。ここでも遺物が集中して出土した。遺物の年代は 13 世紀中ごろが中心であった。炭化物を
多く含み、他の年代の遺物の混入がみられない第 6 層から炭化物をサンプリングし、C14 年代測
定をおこなった。その結果、炭化物の年代は 1220 ～ 1280 年という結果をえた（4）。同じ第 6 層で
出土した中国青磁は、日本の元寇の遺跡である鷹島海底遺跡で発見された中国の青磁と同様の、
13 世紀中頃から後半の製品である。下層部出土遺物の年代とも合致しており、考古学的にも自
然化学的にもこの層位が 13 世紀代の土層であることを示している。 






（4）　 パレオ・ラボ AMS 年代測定グループである小林紘一他 6 人により、コンパクト AMS（NEC 製 1.5SDH、
パレオ・ラボ所有）を用いて測定し、得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年
代、暦年代を算出した。 
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し、見込み部に「官」の文字が范で施文された碗があり（図 13）、昇竜皇城あるいはキムラン村
















陶磁器は 6,896 点、タイ陶磁器は 1,344 点、ベトナム陶磁器は 524 点、日本陶磁器は 414 点であっ
た。このほかに、ヨーロッパやクメールの陶磁器も出土している〔清水 2013：35-36〕〔清水 
2015〕。年代で見ると、9世紀から11世紀段階ではクメール灰釉陶器や西村窯白磁等が若干あるが、























なお、本研究は JSPS 科研費 JP15H06899「海域アジア交易におけるベトナムの役割－ゲアン
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図 1　ホアンジウ 18 地点出土　長沙窯灰白釉菊花文皿、灰白釉雲文皿［グエン他 2006］
〈 114 〉大越国陳朝期の交易と海域アジア（菊池）
図 5　ホアンジウ 18 地点出土　竜泉窯青磁皿
　　　［グエン他 2006］
図 2　ホアンジウ 18 地点出土
　　　越州窯青磁碗［グエン他 2006］
図 3　ホアンジウ 18 地点出土
　　　イスラーム陶器




図 6　ホアンジウ 18 地点出土 景徳鎮窯白磁碗
　　　［グエン他 2006］







図 9　ヴァンドン県コンタイ島第 5 地区出土陶磁器
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図 16　ホイトン出土　ベトナム褐釉碗
図 17　ホイトン出土　ベトナム緑釉碗
